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問題点

•欧州の日本学支援を行っている図書館では様々な図書館システム
やOPAC, Discovery Systemが使われていてシステムに関する問題を
共有するのは難しい

•書誌データが均一でないため、コピーカタロギングや検索の際、問
題が見られる

• インデックス作成、検索の際、日本の文字の処理が理想的ではな
い。また、図書館によって問題点が異なる
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アンケートの目的

• 図書館システムとディスカバリーシステムの現状を把握し、同一システムを使っ
ている欧州の図書館が相互理解できるよう方法を模索する

• 可能であればシステムごとの問題点を把握する

• 各館でつくられる書誌データがどの程度均一でないのか調べるための足がかり
を作る

• 書誌データ登録の問題点を具体的に知る

• アンケートは2018年春にEAJRSのメーリングリストで配信された
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最終的に日本語資料のアクセシビリティ向上をめざす！



アンケートの参加館

• アンケートは、EAJRSに登録されているメールアドレスを利用して配信されたた
め、一部北米や日本からの回答もあったが、主な回答は欧州から寄せられてい
る。

• 回答があった26館の内、24館が欧州。欧州にはEAJRSに参加していない日本学
支援館もこの他に沢山ある。（特に南欧地区）

number of participants

Unknown

EU (include GB, and also 
“maybe EU”) 

Europe (not EU-country)

Japan

US

Bulgaria

Switzerland

Germany (include 
“maybe”)

France

Great Britain

Italia

Norwegian

Sweden 4



図書館管理システム・ディスカバリーサービスなどの提供者

(Vendor/Providor)
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Apple?

COBISS

EBSCO

ExLibris

Koha Community

Kuali Foundation

Villanova University's Falvey Memorial Library (for
Vufind)

OCLC or OCLC/PICA

欧州24館アンケート結果



図書館管理システムの使用状況
（Library Management System）
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Unknown 4 Dimension

Aleph Alma

SISIS SunRise COBISS

Koha Kuali OLE

PICA(OCLC) WinIBW

VuFind LBS
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ディスカバリ(Discovery)の使用状況
(OPACは除く)
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No use

EBSCO Discovery Service

Primo
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カタログ規則の使用現状
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RDA all

NACSIS Cat rule

National
cataloguing rules
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書誌データの規格の使用状況
(Formats for bibliographical data Formats)
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MARC 21

EAD for kotenseki

UNIMARC

NACSIS–CATP MARC

COMARC

MAB2

Pica+
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カタログで使用されている言語
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Both

Japanese Character only

Romanized (Alphabet)
only
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日本語ローマ字書き書誌の
分かち書きの基準
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ALA-LC

NACSIS-CAT rule (目録情報

の基準(4版))

分かち書きでNACSIS-CATを使っている
のは、ドイツ語圏では日本語書籍の
書誌はＮＩＩのものを利用しているため
比率が多くなっている。ドイツ語圏外では
ヘボン式が標準。

欧州24館アンケート結果



将来に向けて必要とされること

• 図書館管理システム・ディスカバリーにおいてはローカルレベルで解決できる問
題もあるので、知識共有があるとよい

• 使用されている表記は、日本語のみ、日本語とローマ字併用、ローマ字のみの
ところがある。ローマ字も2種の基準が使われている。

• システムごとにちがった問題があるため、該当図書館で問題共有する必要があ
る

• システム・ベンダーサイドで改変が必要なときは協力する

• 各国・各図書館の要請があるので限界はあるが、可能な限り書誌データを均一
にとる？？
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関連する点として…

• この問題は日本語のみの問題ではなく、非欧州言語に共通する。

•欧州では人件費節約のためアジア言語の出来ない図書館員がアジ
ア言語図書の管理をする傾向が増えつつある。利用者の便宜を考
える時、検索が正確に反映される質の良い書誌情報が今後更に重
要になる。
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アンケートに参加していた皆様

ありがとうございました！

欧州だけでなく、日本・北米の方の答えも

参考になりました！
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